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(1) ジオ・ラボネットワーク展⽰について 
 第 51 回地盤工学会全国大会は，平成 28 年 9 月 13 日

(火)～15 日(木)に岡山大学で開催されました．ジオ・ラ

ボネットワーク所属の 8 組合で，今回は 2 ブースの展示

を運営してきました．来客数は，名刺数で 95 名の来場を

確認でき，その他の来客含めて 135 名程度(マウスパッド

数から推定)と多くの訪問客がありました．  
展示内容として，地盤材料試験のビデオと各組合から

提供の各種試験設備を放映しておりましたが，多くの参

加者から，提供したマウスパッドが好評との声を聞くこ

とができました． 
なお，当組合のポスターでは，供試体 VpVs 測定試験

をアピールすることができと考えています． 

 

 

（岡山大学中央図書館）  （総合受付のある岡山大学学生会館近傍の開催案内） 

（展示ブースの設置完了（2 ブース）） （交流会も盛大に開催されました） 

（ジオ・ラボネットワークによるマウスパッド，岩田職員考案） 
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 右上図に，展示ブースにて頂いた名刺(95
名)の来場者の職域・地域区分を示した． 
来場者は，地盤調査，大学・研究所，ゼ

ネコン，建設コンサルの順になっている． 
地域別では，圧倒的に関東地区が多く，

次いで近畿，中国，中部の順となっている．

また，展示会場では，関東組合さんが作成

されたコアを活用した文鎮(非常に優れた

端面処理)も好評を頂きました． 
これらを通じて，ジオ・ラボネットワー

クを結果的に広く宣伝できたと考えていま

す． 

(2) 発表参加・委員会参加 
・久保裕一・小高 猛司・崔 瑛・高木 竜二：木曽川下流流域低平地の液状化特性の評価 

 ・池田謙信：室内試験規格・基準委員会(杉井俊夫委員長，WG1：物理特性) 
 ・梅田美彦：低透水性委員会 

 

(久保裕一の発表概要) 

 

地盤工学会中部支部南海トラフ巨大地

震中部地域地盤災害研究委員会では，三重

県桑名市内の旧河道における若齢埋立て

地盤に対して，液状化危険度評価を行うた

めの地盤調査を実施ししている．この試料

について，液状化試験を中心に変相状態に

ついて試験結果の整理を試みており，サン

プリング時の乱れによる密実化の影響を

試験結果から極力排除する目的で，変相状

態に着目して試験の整理を行った結果を

示した．現段階での整理結果は，下記の様

にまとめることができる． 
① 液状化試験の過剰間隙水圧のグラフ

は，試験開始時の水圧が低い状態では

先の尖った山形をしているが，徐々に

圧力が上昇すると先のくぼんだ形へと

変化し最終的に液状化に至る．この形

は細粒分の少ない砂ほど顕著で，細粒

分の多い砂では凹形とはならず丸みの

ある山形となることが多い．液状化試

験で変相が起こっているとすれば，過

剰間隙水圧の形が凹形になり，液状化

に至る手前付近で起こっていると考え

られる． 
② 変相は DA=1%～2%付近，Nu=70%～

80%付近で発生するが，細粒分含有率

により幾らか変化すると考えられる． 
③ 変相状態の液状化強度の値は，DA=5%や Nu=95%の

通常設計に使われる数値よりやや小さな値となり，密

実化された試料でも幾分，液状化強度比を軽減できる

可能性を示唆しているとしている． 
④ 今後，多数の条件で試験を行って，これらのことを確

定していきたい． 

 

この発表の他，池田と梅田がそれぞれ所属する委員会

に出席した．また，各参加者が積極的にセッションに参

加し，人的交流と各種の情報の入手に努めた．  
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(西垣 誠委員長) 
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 (3) 特別講演会について 

 学会中日の 9 月 14 日(水)の午後には，著名な先生方による特別講演会が開催された．今回は第 51 回

ということで，次の半世紀に向けて第 1歩を踏み出す大会であるとされ，これまでの半世紀を振り返り，

今後の学会の発展を祈念した特別講演会が企画された．このように例年の特別講演会とは異なった形式

で開催されたが，著名な先生方の講演を直に拝聴できることも有意義であると思われる．今回の特別講

演会には，これまでの地盤工学会を背負ってこられた 4 名の先生の興味深い話題を提供された． 
この他，岡山大学における古墳の研究についても紹介された． 

（第 51 回地盤工学全国大会における特別講演内容） 

 
石原先生のご講演は，2 つのポイント(＊学会設立期と成長期における主たる事業とそれに貢献された

先生方の紹介，＊粘性土の研究がヨーロッパ・アメリカで緩急開発されたのに対して，砂質土の研究は，

液状化に関連して我が国で発展してきた)について紹介された． 
 足立先生のご講演は，永らく関西に勤務していた小職にとって，大変興味深いご講演だった．特に，

当時の「サンドドレーンにおける海山論争（サンドドレーンの有効性に関する論争）」の鳥羽における写

真は，地盤工学会関西支部の 30 周年記念誌にも掲載された今でも大変貴重な 1 枚の写真を紹介される

など，各種エピソードの入った興味深いご講演だったと思います． 
河野先生は，岡山における地盤工

学上の 3 大プロジェクト(児島湾

干拓，瀬戸大橋，岡山空港)に関す

る話題を提供された． 
 藤井先生は，岡山平野における

干拓工事に関連して，岡山藩宇喜

多秀家の宇喜多堤まで紹介され

たご講演でした． 
 新納先生は，前方後円墳に関し

て，航空レーザー測量が可能にな

ったことから，正確な古墳の形態

を明瞭に把握可能になった．限定

された計算に基づく古墳の設計

原理を推測され，公表された． 

 

講演者 所　　　　　属 演　　　　　　題

13:35 - 14:05 石原 研而 先生
中央大学研究開発機構教授
東京大学名誉教授

我が国における土質力学誕生の頃の回帰と地盤工学会の発展

14:05 - 14:35 足立 紀尚 先生
地盤研究財団理事長
京都大学名誉教授

関西における土質工学の歩み

14:45 - 15:05 河野 伊一郎 先生
倉敷芸術科学大学長
岡山大学名誉教授

岡山地方における地盤工学の進展

15:05 - 15:25 藤井 弘章 先生
岡山県土地改良事業団体連合会 技術顧問
岡山大学名誉教授

岡山平野の干拓

15:35 - 16:45 新納   泉  先生 岡山大学文学部教授 前方後円墳の設計原理

時間

（石原 研而先生）            （足立 紀尚先生） 

（新納 泉先生）          （河野 伊一郎先生）           （藤井 弘章先生） 
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(4) 地盤材料試験に関連する興味ある発表の紹介と所感 

技術部 久保裕⼀・池⽥謙信 
以下，室内試験に関連する有益と思われる論文を紹介する．なお，詳細は発表論文を参照されたい． 

 

A) 千葉県印旛沼に堆積する沖積粘土の圧密特性(No.180)：石川高等専門学校 重松宏明 

千葉県北部に位置する印旛沼においてサンプリングされた試料について，標準圧密試験と高圧圧密試

験を行い考察している．対象とした地層は 12m・15m・18m の高液性限界とされる 3 つの地層である．

各層の下図の圧密試験結果から以下の知見が得られた． 

① 標準型と高圧型はほぼ同じような試験結果となった． 
② 体積圧縮係数と平均圧密圧力の関係は，Pc を超えたあたりから勾配 1.0 の直線関係を示す． 
③ 透水係数と平均圧密圧力の関係は，Pc を超えたあたりから試料特有の勾配で直線関係を示す． 
④ 圧密係数と平均圧密圧力の関係は，Pc を超えてから急激に低下する． 

 

B) 千葉県印旛沼に堆積する沖積粘土のせん断特性・ダイレイタンシー特性(No.181)石川工業高校専門学校 出村隆能 

上記の印旛沼の試料において，三軸圧縮 CUB 試験を実施した結果について考察している．条件とし

て，圧密試験で Pc を求めたのち，過圧密領域 3 拘束圧，正規圧密領域 3 拘束圧の計 6 拘束圧で非排水

三軸試験を行っている．正規圧密領域の試験結果を下図に示し，以下の知見が得られた． 

① 過圧密領域においては拘束圧に伴い軸差応力が増加しており，ピーク強度も明確で脆性的な破壊挙

動を示している． 
② 正規圧密領域においては，Pc にちかい拘束圧では構造が破壊されずに残っているためピーク強度

が明確に現れるが，Pc から極端に大きく離れると構造が完全に破壊されるためピーク強度は明確

ではない． 
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C) 木曽川流域の沖積粘土の力学特性（No.184）：名城大学大学院 高木竜二 

 

桑名市の木曽川流域でサンプリングされた沖積粘性土について，一軸試験・圧密試験・非排水三軸試験を

行った試験結果について考察を行っている．試験結果を下図に示すとともに，以下の知見が得られた． 
① 深度 14.5m-15.5m の圧密試験結果より，OCR が 1.85 と高い結果が得られたが，濃尾平野の地下水汲

み上げの影響(水位低下 Δh=10m による有効応力変動量=100kPa)を考慮すると OCR が 1.69 となり，

ある程度説明が可能であるとしている． 
② 14.5m と 15.5m の試料においてはどちらも挙動が同じであり，破壊比もほぼ同じであるため，同一の地

層試料と考えて良い． 
③ 再構成試料については，練返しの影響により構造が劣化しているため，せん断中の塑性圧縮も塑性膨張

も顕著に現れている． 

 

D) 真空パック法で 20 年間保存した試料の物性（その 1）（No.196）：応用地質株式会社 畠山正則 

平成 6 年に大阪湾で採取された試料を真空パックで保存し，20 年経過した試料についてフィルター

ペーパー法（FP 法）により残留有効応力を測定し試料の乱れを評価した結果を報告している．20 年間

の保存状態の様子を下図に示し，以下の知見を得た． 
① 砂分の多い試料については，サクションが保持されないことがわかった 
② 鉛直有効応力の小さい領域においては，サクションが小さく求められた 
③ 鉛直有効応力が高い領域では高いサクションを有しているが，さらなる検証が必要である 

 この実験については，当組合でも試しているので多いに参考にしていただきたい． 

E) 真空パックで 20 年間保存した試料の物性（その 2）(No.197)：応用地質株式会社 中條邦英 

前述の平成 6 年に大阪湾で採取され真空パックで 20 年経過保存された 4 試料について，外側から中

心部に向かって 3 層に切り分けて試料内の酸化状況を調べた結果を示す．次頁の左表に各供試体の化学

性試験結果を，右に酸化状況試験結果を示し，以下の知見を得た． 
No.1 と No.4 は見た目と同様に酸化状況が進行していた．しかしながら，見た目に良好な状態であっ

た No.2 と No.3 は化学的反応のない状態であった．これらの理由は，真空パックの真空度の違いや地下

水との接触時間など複数の原因が考えられる． 
今後検討を重ね，この保存方法を確立してきたいと考えている． 

軸
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力

(k
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図 4 三軸試験結果(深度-14.5-15.5m) 
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F) 真空パックで 20 年間保存した試料の物性（その 3）(No.198)：応用地質株式会社 渡部 有 

 

平成 6 年に大阪湾で採取された試料を真空パック 20 年間保存した試料について，見た目が良好な 2
試料を用いて定ひずみ圧密試験を実施した結果を示す．下図に保存状態が良好であった供試体の試料結

果を示し，以下の知見を得た． 
① 採取直後の試料と比較すると，やや乾燥により飽和度などの物性は異なる試料も見られたたが，長

期保存したことによる圧密特性に大きな違いは確認できなかった． 
② 適切な管理の下で行う真空パック保存処理は，力学試験試料の保存に効果的であると判断できる．

今後は，長期圧密試験や，ひずみ速度を載荷途中に変化させた CRS 試験によって渡部らの提案す

るアイソタック概念を取り入れた整理から長期保存の圧密特性の品質を評価する予定である． 

 

G) 所感 

今年の地盤工学会全国大会の会場は，坪田専務と梅田さんの母校，岡山大学での開催であった(参
考：梅田さんは大学院時代に在籍)．そして，岡山大学から少し郊外には伊藤君の母校，岡山理科大学

もあり，岡山は何かと中部土質試験協同組合にとって縁深い地であるともいえる． 
岡山大学の学舎は歴史を感じるが，各所に整備がされており，古さは感じられなかった．また，岡

山大学は JR 岡山駅から津山線で最寄りの法界院駅まで一駅 10 分，駅から歩いて 10 分程度と交通の

便が非常に良かった(岡山駅前からシャトルバスも運行されていた)．前回の北海道大会(北海道科学大

学)では，最寄りの JR 手稲駅からシャトルバスのみのアクセスであるため，朝夕のバス待ちの長い列

が出来ていたのが非常に印象的であった．やはり全国大会となると交通アクセスは非常に重要である

と改めて感じた次第であり，この点は来年の名古屋大会は交通の便は問題ないと考える． 
ジオ・ラボネットワーク展示会場は，発表会場近くの清水記念体育館であった．発表会場が大学の

場合は展示会場が体育館のことが多く，少し会場から離れるのが難点である．前回の北海道大会も同

様であった(清水記念体育館は坪田専務が学生時代にバドミントン部で常時使用していたとのこと）． 
展示は 62 出展企業中の 4 社が 2 ブース使用で，ジオ・ラボネットワークもその一つであり，いつ

になく豪華版であった．展示物は壁に各組合の紹介パネル，テーブルの上には来場者の足を止めるた

めに，40 インチのディスプレイで地盤材料試験のビデオを上映した．また，来場者へのノベルティと
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して，関東組合：松崎さん手作りの岩石文鎮，中部組合：岩田くん監修のマウスパッドを準備し，併

せて，北陸組合の車用タオルも用意した．これらはいつもに増して来場者に喜ばれていた． 
今年の展示場所は中央列で，正面玄関からほど近い場所であり，奥の懇談スペースの通路とも重な

って多くの方々に訪問いただいた．ちなみに，懇談スペースでは，「きび団子の試食」や「フリード

リンクサービス」も行っていた． 
来年度の名古屋大会には，ジオ・ラボネットワークとしても，あと一捻りした新たな出し物を考え

たいと思う． 
発表は 1 鈴 6 分でトータル 7 分の持ち時間で，短くまとめるのが大変である．もう片手では収まら

ない程発表をさせてもらっているが，何回やっても満足のいくプレゼンはなかなかできないものだと

感じている． 
発表論文全体を眺めてみると，地盤材料試験に関するものは少なく解析などが多い．これは今年に

限ったことではないが，毎年寂しいと感じてしまう．私が多く足を運んだ粘性土，液状化，ダム，堤

防のセッションでは満席の会場が多く，試験部門も何とかして盛り上げたいと感じた． 
最後に，今回論文を投稿しているのは，関西と中部・北海道(DS)の 3 組合だけである．学会となる

となかなか敷居が高く投稿は難しいかもしれないが，ジオ・ラボネットワークを上手く活用し，一編

でも多く，各地の組合が論文を投稿し，技術と頭脳の両方をアピールする場所となれば素晴らしいと

考えている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（懇談スペースに置いてあったきびだんご）         （オープンキャンパス参加の米子東高生も来場） 

★コラム：ガイドウェイバスから診る熱田台地と御嶽山★ 

毎日通勤に利用している             （引用元：国土地理院：デジタル地形図：名古屋北部）

ガイドウェイバスから，車 

窓の景色を楽しむのも一興 

である．白沢渓谷に向かっ 

て金屋駅を過ぎる頃からは， 

熱田層から沖積低地に移行 

する．確かな比高差も体感 

できる．一方，川宮駅～川 

村駅間では晴れた日に，御 

嶽山を観ることができる． 

色々と楽しみがあります． 

 

 

 

ガイドウェイバスの 

川宮駅～川村駅から観る御嶽山 

(御嶽山の手前は中部大学)

ナゴヤドーム 

川宮駅 

川村駅 

金屋駅 

当組合 

大曽根駅 
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２．全地連「技術フォーラム 2016」熊本における室内⼟質試験セッションのまとめ 
 「全地連フォーラム 2016」熊本に関し，各発表者の概要・ポイントを昨年度と同形式で整理した． 
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- 10 -

 

 



 
- 11 -

３．分かり易い地盤材料試験の解説パネルシリーズ (その 7) 

●No.12︓ＣＢＲ試験（作成︓伊藤 康弘） 

●No.13︓⼟の繰返し⾮排⽔三軸試験（作成︓池⽥謙信） 
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4．ジオ・ラボネットワークからのお知らせ 

●H28 年 10 ⽉ 28 ⽇に，ジオ・ラボネットワーク臨時経営懇談会が松江で開催されました． 
(1) 開催概要 
・日時：平成 28 年 10 月 28 日  14:00～16:30 懇親会：16:45～ 
・場所：島根県松江市  皆美館「平安東」     ・参加者：17 名 (欠席：宮崎組合) 
(2) 開催結果 
＊各協同組合の平成 28 年度上半期の運営状況について 
＊ジオ・ラボ ネットワーク活動報告(第 5 回技術講習会開催報告，2016 熊本フォーラム，第 51 回地

盤工学研究発表会，次回の技術講習会開催内容・開催場所)，地盤材料試験の単価設定根拠資料の

作成(中間報告)などについて審議を行った． 
＊全地連からの連絡事項など 

 

●「愛知県中⼩企業団体中央会創⽴ 60 周年記念式典並びに第 65 回中⼩企業団体愛知県⼤会」での受賞 
「組合とともに 60年つながる心あいちの連携」をキャッ

チフレーズに，県内中小企業団体の代表者等 370 人が参加

して，10 月 27 日(木)，キャッスルプラザホテルにて，標記

大会が盛大に開催されました．鶴田会長より，「昭和 31 年 1
月 11 日，会員数 500 組合余り，職員 7 名の体制で活動を開

始し，それから 60 年，幾多の困難もあったが，これらを乗

り越え，今日を迎えることができたことは，会員の皆様の

ご支援と歴代役員のご努力の賜物と敬意を表すとともに，

ご指導をいただいてきた国・県をはじめとする関係機関に

対し，深く感謝する」旨の挨拶がなされました． 
 同時に開催された表彰式で，当組合の久保裕一部長が，

愛知県知事より，永年勤続優良職員 25 名の一人として表彰

を受けたものです．おめでとうございます．今後も期待！ 

愛知県15社，三重県2社，静岡県1社（五十音別）

㈱ ア オ イ テ ッ ク 青 葉 工 業 ㈱ ㈱ ア ク ア テ ル ス 川 崎 地 質 ㈱

基 礎 地 盤 コ ン サ ル タ ン ツ ㈱ ㈱ キ ン キ 地 質 セ ン タ － サ ン コ － コ ン サ ル タ ン ト ㈱ ㈱ ダ イ ヤ コ ン サ ル タ ン ト

玉 野 総 合 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 中 央 開 発 ㈱ ㈱ 東 建 ジ オ テ ッ ク 東 邦 地 水 ㈱

㈱ 中 日 本 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 日 さ く 日 特 建 設 ㈱ 冨 士 開 発 ㈱

松 阪 鑿 泉 ㈱ 明 治 コ ン サ ル タ ン ト ㈱

準組合員19社 愛知県12社，三重県2社，岐阜県1社，静岡4社（五十音別）

㈱朝日土質設計コンサルタント ㈱アサノ大成基礎エンジニアリング 応 用 地 質 ㈱ 協 和 地 研 ㈱

興 亜 開 発 ㈱ ㈱ シ マ ダ 技 術 コ ンサ ル タ ント ㈱ 大 和 地 質 ㈱ 地 圏 総 合 コ ン サ ル タ ン ト

㈱ 中 部 ウ エ ル ボ ー リ ン グ 社 ㈱ 東 海 環 境 エ ン ジ ニ ア 東 海 ジ オ テ ッ ク ㈱ ㈱ 東 京 ソ イ ル リ サ ー チ

㈱ 中 野 地 質 日 本 物 理 探 鑛 ㈱ ㈱ フ ジ ヤ マ ㈱ 増 田 地 質 工 業

㈱ 松 原 工 事 事 務 所 ㈱ ヨ コ タ テ ッ ク ㈱ ラ ン ド テ ク ト

組合員18社

中部地域に貢献するジオ・ラボ中部を構成する組合員・準組合員

（会場の皆美館）                （開会の挨拶：関東組合 知久理事長） 

（受賞した久保裕一部長）


